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1933 年に日本で 2 番目の公立美術館として開館した京都市美術館。

江戸後期の京都では、伊藤若冲や曽我蕭白をはじめ、文人画家の与謝蕪村

や池大雅、円山派の始祖・円山応挙、四条派の始祖・呉春、応挙の弟子で

あった長沢蘆雪が活躍していました。

その後の幕末から明治にかけて、新しい時代を迎えた京都の美術・工芸の

発展を回顧します。

2020 年 4 月 18 日～ 6 月 14 日開催の「京都の美術 250 年の夢　第 1 部 

江戸から明治へ：近代への飛躍」の図録。


